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府

部

源

一

(

四
歳
)

昭和62年� 8月� l日 (2)つ らずコカミ第206号

中

西

啓

(

氏名の債の説明は.
所属.新|目別，臓
業，住所.当選回
鍛です。

iU議長以下議席頗。

議員紹介

昔E桁1略，議長，� 

め
液
本

・
中
山
バ
イ
パ
ス
の

早
期
完
成
と
沼
江
バ
イ
パ
ス

着
工
。

自
東
道
二
車
線
道
路
の
完
成

。
新
浜
勝
浦
線
の
拡
幅
未
着

道
路
交
通
網
の
整
備
充
実
に
全

力
を
尽
く
す

付
東
部
広
域
農
道
の
本
格
的
展

開
を
推
進
す
る
。

同
県
道
の
改
良
整
備
を
促
進
す

る。

山

本

貞

雄

(

印

歳

)

無

・
新
、
農
業
、
与
川
内
、
�
 ①

末

広

正

太

郎

(

倒
歳
)

無
・
新
、
農
業
、
坂
本
、
�
 ①

川

口

幸

一

(

灯
歳
)

無
・
現
、
農
業
、
星
谷
、
②

伺
歳
)

無
・
現
、
農
業
、
久
園
、
②

活力ある勝浦町を造り ます。

町政を担う新しい町議会議員が誕生

無

・
新
、
縫
製
業
、
横
瀬
、
①

く
た
め
に
は
、
事
業
の
優
先
順
位

を
定
め
て
、
計
画
的
年
次
的
に
事

業
を
進
め
、
町
民
の
幸
せ
と
勝
浦

町
の
発
展
に
ま
い
進
す
る
こ
と
を

お
誓
い
致
し
ま
す
。

い
町
民
の
田
喜
�
 に
お
こ
た
え
し
て
い

Z

二
、
み
か
ん
産
業
の
再
建
を
図
る

三
、
働
く
場
所
の
確
保
と
商
工
業

の
振
興
を
図
る
。

四
、
花
嫁

・
花
婿
の
結
婚
の
促
進

を
図
る
。

五
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
充

笑
を
図
り
、
青
少
年
教
育
か
ら

老
人
整
首
ま
で
一
貫
し
た
生
涯

教
育
を
推
進
す
る
。

六
、
社
会
福
祉
の
増
進
と
高
齢
化

社
会
に
対
応
す
る
た
め
、
老
人

対
策
の
福
祉
施
策
を
充
実
整
備

す
る
。

以
上
の
諸
点
に
つ
い
て
、
現
在

の
勝
浦
町
の
厳
し
い
財
政
状
況
を

勘
案
し
、
少
な
い
財
源
の
中
で
数
多

き
る
六
月
二
十
八
日
に
執
行
さ
れ

た
勝
浦
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
に

よ
り
、
町
内
有
権
者
の
皆
さ
ん
の

温
か
い
ご
支
援
の
お
蔭
を
も
ち
ま

し
て
・
栄
え
あ
る
当
選
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
心
か
ら
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
ど
も
は
新
議
会
を
組

織
し
、
こ
れ
か
ら
故
郷
勝
浦
町
が

豊
か
で
住
み
よ
い
活
力
あ
る
町
に

す
る
た
め
懸
命
の
努
力
を
尽
く
す

決
意
に
燃
え
て
い
ま
す
。

勝
浦
町
政
の
現
状
を
踏
ま
え
、

次
の
事
柄
に
積
極
的
に
取
り
組
む

考
え
で
す
。

一
、
産
業
と
生
活
の
基
盤
で
あ
る

わ
た
し
た
ち
十
六
名
の
議
員
は
、

臼
横
瀬
橋
の
架
僑
着
工
に
全
力

を
上
げ
る
。

同
農
道
・
林
道
・
農
免
道
路
の

整
備
と
開
莞

意 同
の

決

中

西

晴

美

(

倒

歳

)

無
・
現
、
農
業
、
中
山
、
�
 ⑤

新
議
員
一

工
部
分
の
開
発

平
無

岡
，新� 

会守 

社( 


w
員� 28

L

・

v
a
a

、歳

生) 

名
 

① 

折
無

部
王見
、健

農ー
業郎

横� 43
瀬歳�  

③ 
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(3) 昭和62年� 8月1日� -IJ込 Jコ つ� ら 第206号

ー「氏氏�  2

-¥  

下

豊

寿

(

井宮

町
副議議

霊長会

たに新
折中構
器西成
一晴決
郎 美 志

折
部
健
一
郎

滝
口
良
一

宮
本

出

幸

夫

(

お
歳
)

共

・
現
、
農
業
、
今
山
、 

③

本

政

明 

抑
制
均
衡
の
上
に
立
っ
て
、
協

力
を
は
か
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
、
厳
し
い
財
政
の
調
整
を
は
か

り
な
が
ら
、
町
民
の
要
望
を
い

か
に
し
て
、
行
政
の
な
か
に
生

か
し
て
い
け
る
か
に
つ
い
て
、

調
査
研
究
を
し
つ
つ
、
将
来
へ

の
構
想
を
模
索
し
な
が
ら
、
停

滞
し
な
い
町
政
、
前
進
す
る
町

政
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

我
が
故
郷
勝
浦
町
が
豊
か
で
住

み
よ
い
活
力
あ
る
町
に
、
さ
ら
に

愛
情
と
潤
い
の
あ
る
明
る
い
町
に

築
き
上
げ
る
決
意
で
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
よ
り

一
層

の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
ひ
た
す
ら

お
願
い
申
し
上
げ
、
正
副
議
長
就

任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

就
任
あ
い
さ
つ

改
選
後
の
初
議
会
に
お
い
て
、

議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
頂
き
、
正

副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

前
期
末
か
ら
町
民
の
み
な
き
ん

に
ご
心
配
を
お
か
け
し
て
い
ま
し

た
議
会
の
流
会
さ
わ
ぎ
も
、
改
選

と
共
に
無
事
解
決
し
、
初
議
会
に

お
い
て
は
、
議
会
の
構
成
と
全
議

案
を
審
議
の
上
、
満
場
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
の
で
ご
安
心
下
さ
い
。

さ
て
、
勝
浦
町
の
厳
し
い
財
政

の
な
か
で
、
人
口
を
増
加
さ
せ
る

た
め
の
対
策
、
基
幹
産
業
の
再
建
、

道
路
の
改
良
整
備
、
横
瀬
橋
架
橋

あ
る
い
は
、
商
工
業
の
振
興
等
重

要
且
つ
緊
急
を
要
す
る
課
題
を
一

つ
ひ
と
つ
解
決
し
て
い
く
た
め
、

次
の
と
お
り
決
意
し
て
い
ま
す
。

一
、
議
会
制
民
主
主
義
に
の
っ
と

り
、
地
方
自
治
法
に
添
い
、
議
会

の
同
崩
な
る
事
す
中
を
は
か
り
ま
す
。

二
、
議
会
と
執
行
機
関
の
長
で
あ

る
町
長
と
の
関
係
は
、
一
方
で

は
車
の
両
輪
で
あ
り
、
他
方
で

は
監
督
、
け
ん
制
す
る
二
つ
の

山
無
・
現
、
農
業
、
中
角
、
④

無
・
現
、

若

木

肇

(

マ
厚
生
常
任
委
員
会

勝幸幸 源 政
己一夫 一啓 明

。
山

下

豊

寿 

中
西

平

岡

守

部

中

西

晴

美

マ
産
業
建
設
常
任
委
員
会

。

若

木

肇 

井
出

山

本

貞

雄

川

口

河

野

チ

ツ

西

浜

マ
同
和
対
策
特
別
委
員
会

。

井

出

幸

夫 

平
岡

折

部

健

一

郎

河

野

山

本

美

芳

マ
工
場
誘
致
調
査
特
別
委
員
会

。
滝
口
良
一 

附
削
減
一


中

西

啓

宮

本

政

明


山

下

豊

寿


委
員
会

。

西

浜

勝

己 

若
木

肇

O O O O O

(特
歳
)

無
・
現
、
会
社
役
員
、
中
角
③

守
チ
ツ

，
、

.'農� 
業 ヅ

坂� 65
本歳�  

③ 

西
社� 

i兵
現
、!勝

-6、 
:z:;: 

tさ己
貝 ( 

51 
捌歳
出品 、-'� 

⑤ 

マ
東
部
広
域
農
道
整
備
促
進
特
別

河
無

野
王見
、チ

山

本

山
本

貞

雄

末

広

正

太

郎

川

口

幸

一

中

西

晴

美

病
舎
事
務
組
合
議
員

山

下

豊

寿

山

本

折
部
健
一
郎

美
芳

無
駄
を
省
い
て

力
を
あ
わ
せ
、

能
率
挙
げ
て

良
い
行
政

V


(中
西
議
長
ス

ロ
ー
ガ
ン
)

各
委
員
会 

マ
小
松
島
市
ほ
か
三
町
村
衛
生
組

合
議
員

滝

口

良

一

西

浜

勝

己

中

西

晴

美

滝

美

芳

(

日
歳
)

無
・
現
、
農
業
、
沼
江
、
④

マ
小
松
島
市
ほ
か
ニ
町
総
合
隔
離

口

良

一
(
日
歳
)

無
・
現
、
建
築
士
、
生
名
、 

O

関
係
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
異
な

マ
総
務
常
任
委
員
会

末
広
正
太
郎

O

(
@
は
委
員
長
、 

は
副
委
員
長
)

る
使
命
を
両
面
に
生
か
し
つ
つ
、

。
山

本

美

芳 

印
歳 
)

前
歳
)

農
業
、
坂
本
、 

④
⑤ 
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t

い
て
、

第� 206号 ヌう込 コ つ ら 昭和� 62年� 8月� 1日� (4) 

と
回
心
う
。
本
町
の
町
づ
く
り
と
は

何
か
わ
た
し
も
ま
だ
よ
く
解
か
り

ま
せ
ん
。
議
員
の
皆
さ
ん
が
答
を

だ
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。

ば
広
い
作
物
推
進
を
望
み
ま
す
。

二
十
六
歳

し
て
建
設

若
者
の
味
方
で
あ
り
、
若
者
の

住
み
た
く
な
る

4
7な
町
づ
く
り

を
し
て
下
さ
い
。
若
者
の
つ
な
が

り
が
で
き
る
よ
う
な
、
中
学
生

・

高
校
生

・
大
学
生

・
社
会
人
す
べ

て
が
参
加
で
き
る

4
7な
、
カ
ヌ

ー

・
ラ
リ
l
.‘
キ
ャ
ン
プ

・
コ
ン

サ
ー
ト
等
の
イ
ベ
ン
ト
も
考
、
え
て

み
て
下
さ
い
。

二
十
七
歳

選
挙
中
の
姿
勢
を
忘
れ
ず
、
約

束
し
た
こ
と
を
実
行
で
き
る
よ
う

頑
張
っ
て
下
さ
い
。

二
十
七
歳

町
民
に
わ
か
り
や
す
い
政
治
を


望
む
。
と
に
か
く
行
動
し
て
ほ
し


い
。
議
員
で
あ
る
前
に
、

一
人
の


町
民
と
し
て
、
勝
浦
町
を
ど
う
す


る
か
、
我
々
と
深
刻
に
考
え
て
ほ


し
い
。
そ
し
て
、
豊
か
で
住
み
よ


い
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
手
を
た


ず
さ
、
え
た
町
民
た
ち
に
と
っ
て
、


真
の
旗
手
た
ら
ん
こ
と
を
願
い
ま


す
。


二
十
八
歳

男 男 男 男

F

若
者
の
町
外
流
失
を
く
い
と
め

議
会
は
、
住
民
を
代
表
す
る
公
選
の
議
員
を
も
っ
て
構
成 

れ
る
地
方
公
共
団
体
の
意
志
決
定
機
関
で
す
。
議

S

会
の
使
命
と
し
て
は
、
二
つ
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
第
一
は
、
地
方
公
共
団
体
の
具
体
的
政
策
を
最
終
的
に
決
定

す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
第
二
は
、
議
会
が
決
定
し
た
政
策
を
中
心
に
行
う
執
行
機
関
の
行
財
政
、か
す
べ
て
適
法
・

適
正
に
、
そ
し
て
民
主
的
に
な
さ
れ
て
い
る
か
を
批
判
し
監
視
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
批
判
と
監
視
は
、
非
難
で

も
な
け
れ
ば
批
評
や
論
評
で
も
な
く
、
住
民
全
体
の
立
場
に
立
つ
て
な
さ
れ
る
正
し
い
意
味
で
の
批
判
で
あ
り
、

ま
た
、
住
民
の
立
場
に
立
つ
て
の
監
視
で
あ
る
べ
き
で
す
。

ま
た
、
議
員
は
、
住
民
か
ら
選
ば
れ
、
そ
の
代
表
者
と
し
て
議
会
の
構
成
賓
と
な
る
の
で
あ
り
、
議
員
の
二
一
回

一
句
は
、
住
民
の
意
見
で
あ
り
、
住
民
の
気
持
ち
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
す
。
議
員
が
行
う
質
問
や
質
疑
や
討
論

は
、
同
時
に
住
民
の
疑
問
で
あ
り
意
見
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
議
会
議
員
の
方
々
の
果
た
す
役
割
は
た
い
へ
ん
重
要
で
あ
り
、
議
会
で
の
決
定
は
、
わ
た
し
た
ち

の
意
志
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
さ
る
六
月
二
十
八
日
に
新
し
い
わ
た
し
た
ち
の
代
表
で
あ
る
議
員
の
方
々
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
今
町
民
が
こ
の
議
員
の
方
々
に
何
を
望
み
、
期
待
し
て
一
票
を
投
じ
た
か
聞
い
て
み
ま
し
た
。

道
路
整
備
を
し
、
人
が
集
ま
れ

る
よ
う
な
町
に
、
神
山
の
よ
う
な

誰
も
が
泊
ま
れ
る
ロ

ッ
ヂ
な
ど
を

作
っ
て
ほ
し
い。

 

(沼
江
の
バ
イ
パ

ス
は
早
急
に
つ
け
て
も
ら
い
た
い 
)

二
十
二
歳
男

若
者
が
集
ま
る

4
7な
町
づ
く

り
を
し
て
ほ
し
い
。

山
を
切
り
開

レ
ジ
ャ
ー
施
設
を
造
れ
ば

ど
う
か
・
・ 
:
ゴ
ル
フ
場
・

ロ
ッ
ヂ

サ
ー
キ
ッ
ト

・
モ
ト
ク
ロ

ス
場
な

ど 
(苦
情
の
で
な
い
場
所
に 
)

二
十
二
歳
男

下さい ノ


づく りに

勝
浦
町
活
性
化
に
向
け
て
必
要

な
の
は
、
若
者
の
定
住
を
は
か
る

こ
と
。
農
業
後
継
者
の
育
成
、
働

く
場
所
の
確
保、

青
年
活
動
の
助

成
に
努
め
て
ほ
し
い
。

二
十
五
歳

男

今
の
町
政
を
見
る
と
、
い
ろ
い

ろ
な
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
思

う
。
し
か
し
、
今
後
勝
浦
町
が
ど

ん
な
町
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
の

か
、
私
た
ち
に
は
見
、
え
な
い
。
何

ご
と
も
そ
れ
な
り
に
済
ま
し
て
し

ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
7
。
い
ろ

い
ろ
な
市
町
村
が
町
づ
く
り
に
カ

を
い
れ
て
い
る
現
在
、
私
た
ち
の

勝
浦
町
も
、
未
来
を
見
と
お
し
、

ど
う
い
う
町
に
す
べ
き
か
を
考
え
、

目
標
を
決
め
進
ん
で
行
く
べ
き
だ

る
た
め
大
企
業
の
誘
致
が
必
南
巧

農
業
行
政
で
、
柑
橘
が
主
作
物

と
い
う
観
念
を
す
て
、
も
っ
と
は

議
会
に
は
、
必
す
出

的
な
意
見
で
町
政
を
進
め
て
ほ
し

三
十

一
歳

ま
す
、
若
者
に
魅
力
あ
る
町
、
つ
く

り
を
お
願
い
し
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
若
者
の
働
く
場
所
、
公
害
の

な
い
工
場
を
誘
致
し
て
地
元
か
ら

人
口
の
流
出
を
防
ぎ
、
準
過
疎
の

勝
浦
町
の
人
口
増
を
は
か
つ
て
ほ

し
い
。
そ
れ
に
よ
り
、
地
元
商
眉

街
の
発
展
、
学
校
の
生
徒
数
増
に

つ
な
が
り
、
徳
島
、
小
松
島
の
ベ

ッ
ト
タ
ウ
ン
化
に
も
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

三
十
歳

ま
ず
第
一
に
公
平
で
あ
っ
て
ほ

し
い
。
強
い
者
に
も
弱
い
者
に
も

常
に
平
等
の
気
持
ち
、
考
え
方
を

持
っ
て
下
さ
い
。
第
二
に
大
き
な

視
野
で
勝
浦
町
を
見
て
ほ
し
い
。

女
男
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二
十
一
世
紀
に
向
か
っ
て
の
町
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
、
本

気
で
前
む
き
に
取
り
組
ん
で
下
さ

い
。
特
に
若
者
が
喜
ん
で
住
め
る

よ
う
な
政
策
を
考
、
え
て
下
さ
い
。

第
三
に
愛
を
グ

子
供
や
お
年
寄

り
ゃ
身
障
者
等
に
温
か
い
思
い
や

り
を
持
っ
た
行
政
を
忘
れ
ず
に
。

行
政
は
、
大
き
な
声
や
多
数
の
意

見
だ
け
に
偏
ら
ず
、
弱
者
や
少
者

男

の
意
見
も
大
切
に
お
願
い
し
た
い
。

三
十
二
歳
男

ま
ず
第
一
に
各
議
員
さ
ん
一
人

ひ
と
り
が
町
民
の
代
表
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
で
自
覚

し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員
さ
ん
が
、
何
人
か
の
グ
ル

ー
プ
で
各
地
区
を
巡
回
し
て
、
あ

ら
ゆ
る
年
代
の
人
達
と
の
対
話
に

よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
、
要

望
等
を
町
政
に
反
映
し
て
ほ
し
い
。

?

歳

女

住
民
の
意
見
を
十
分
に
取
り
入


れ
、
住
民
の
立
場
に
立
っ
た
議
員


と
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。


三
十
四
歳

町
議
会
議
員
で
あ
る
こ
と
に
自

覚
と
責
任
を
も
っ
た
行
動
を
し
、

町
の
た
め
に
な
る
政
治
を
行
っ
て

ほ
し
い
。
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
、

老
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
政
治 

•. 

三
十
五
歳

議
員
と
し
て
の
品
性
及
び
教
養

あ
る
態
度
で
活
動
し
て
ほ
し
い
。

男 女

目
先
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
長

期
的
な
視
野
に
立
ち
、
建
設
的
な

意
見
を
出
し
て
ほ
し
い
日
議
会
運

営
に
つ
い
て
も
、
第
一

に
町
民
の

幸
福
と
勝
浦
町
発
展
を
念
頭
に
お

き
、
派
閥
争
い
な
ど
し
て
ほ
し
く

は
な
い
。
い
ろ
い
ろ
文
句
を
言
っ

た
が
、

よ
く
考
え
て
み
る
と
、
議

員
の
人
に
言
う
だ
け
で
な
く
、
私

た
ち

一
人
ひ
と
り
が
も
っ
と
考
え

な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る

の
で
は
・ 

四
十
一
歳

二
十
一
世
紀
に
向
け
、

い
か
に

を

議員の皆さん


頑張っ て
新しい町

「
か
つ
う
ら
」
を
活
性
化
す
る
か
、

町
全
体
の
発
展
と
い
う
単
位
で
物

事
の
発
想
を
し
て
ほ
し
い
。

子
供
た
ち
と
一
諸
に
暮
ら
せ
る

(働
き
場
所
確
保
)
生
活
が
で
き
る

よ
う
な
町
っ
く
り
を
し
て
ほ
し
い
。

四
十
三
歳
女

最
近
、
牛
、
豚
等
の
飼
育
者
が

増
え
て
い
ま
す
が
、
環
境
保
全
の

女

真
剣
に
町
活
性
化
の
た
め
に
取

ほ
し
い
。

心
の
あ
た
た
ま
る
町
づ
く
り
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。五

十
三
歳

大
変
厳
し
い
町
政
と
は
思
い
ま

す
が
、
病
人
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ

の
場
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

女

き
る
方
策
を
(
老
人
ホ 

ム
・
リ

ハ
ビ
リ
施
設 
)

六
十
歳

老
人
風
呂
な
ど
町
内
に
も
よ
い

施
設
が
数
々
あ
る
が
、
わ
た
し
た

ち
老
人
に
と
っ
て
は
、
交
通
の
便

な
ど
が
な
い
た
め
利
用
で
き
に
く

い
。
こ
れ
ら
の
施
設
が
十
分
利
用

で
き
る
よ
う
な
方
策
を
考
え
て
ほ

し
い
。
施
設
を
多
く
の
人
が
利
用

す
れ
ば
、
そ
こ
で
人
の
交
流
が
で

き
、
和
が
広
が
る
。
い
ろ
い
ろ
な
話

も
で
き
、
町
に
活
力
が
わ
い
て
く

る
の
で
は
と
考
、
え
ま
す
。
議
員
の

み
な
さ
ん
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

l

八
十
三
歳
男

面
か
ら
考
、
え
る
と
、
悪
臭
・薬
剤
・

ま
す
。
ど
う
か
日
二
考
を
:・

ま
た
、
県
道

・
バ
イ
パ
ス
の
早

た
い
と
思
い
ま
す
。

張
っ
て
下
さ
い
。

糞
尿
等
に
よ
る
汚
染
が
気
に
な
り

急
な
整
備
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

四
十
四
歳
女

五
十
四
歳

女

議
員
さ
ん
み
ん
な
が
仲
良
く
、

勝
浦
町
発
展
に
努
力
し
て
も
ら
い

町自
政分譲
発の会
展、体に
に面は
真を真
剣 言 剣 
lこっ  lこ
取の取
りでり
組な組
んくみ
てい

四
十
六
歳

女

先
日
、
徳
島
市
健
康
セ
ン
タ
ー

こ
こ
に
掲
載
し
た
の
は
、
意
見
の
一
部
で
す
が
、
今
、
わ
た
し
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
、
町
づ
く
り
に
対
し
、
真
剣
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
期
が
き
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
に
選
ば
れ
た
議
員
の
方
々
に
か
け

る
期
待
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
議
員
の
み
な
さ
ん
、
勝
浦
の
未
来

を
見
つ
め
す
ば
ら
し
い
町
づ
く
り
に
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

を
視
察
し
ま
し
た
。
町
民
全
体
の

健
康
を
考
え
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な

施
設
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
頑

四
十
八
歳

り
組
ん
で
ほ
し
い
。
町
に
五
百
人

や
六
百
人
の
集
会
の
出
来
る
会
館

を
建
て
、
勝
浦
の
イ
メ
ー
ジ
を
か

え
る
。
今
は
、
ど
の
町
村
も
、
町

、
っ
く
り
村
お
こ
し
と
懸
命
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
私
た
ち
町
民
も
何

か
新
し
い
も
の
を
求
め
て
い
ま
す
。

議
員
の
皆
さ
ん
に
大
き
な
期
待
を

し
て
い
ま
す
。

五
十
九
歳

今
後
の
高
齢
化
社
会
に
対
応
で

五
十
二
歳

女

花
い
っ
ぱ
い
運
動
め
よ
う
な
、

男女
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ここを

ホタルとあじさいの里に

.あ じさいを植えた大正琴の会のメンバー

企講習に汗を流す老人会の人たち 企目 録を送る杉本さんと仲田さん

講
演
会

一来
た
す
、
」
と
で
し
ょ
う
。

杉
本
さ
ん
、
父
兄
会
の
皆
さ
ん

「子
供
の
し
つ
け
に

あ
り
が
と
う
唱
}
さ
い
ま
し
た 

つ
い
て
」

c

あ
り
が
と
う

敵
水
ポ
ン
プ

坂
本
の
杉
本
義
弘
さ
ん
か

ら
、
グ
ラ
ウ
ン
ト
務
備
に
役

立
て
て
下
さ
い
と
、
散
水
ポ

ン
プ
一
式
が
勝
浦
中
学
校
へ

贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
ポ

ン
プ
は
、
野
球
部

父
兄
会
(
仲
田
豊
光
会
長 
)

の
方
々
の
手
に
よ
り
、
取
付

工
事
が
行
わ
れ
、
今
後
グ
ラ

ウ
ン
ド
箆
備
に
大
き
な
力
を

交
通
事
故
防
止

今
年
は
昨
年
に
比
べ
交
通
死
亡

事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
老
人

会
で
は
こ
の
こ
と
に
目
を
つ
け

お
年
寄
り
自
身
か
交
通
事
故
を
防

こ
う
と
、
六
月
二
十
四
日
自
転
車

の
安
全
運
転
講
習
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
夏
の
太
陽
の
照
り
つ
け
る

中
、
老
人
会
の
人
た
ち
は
い

っ
し

ょ
う
け
ん
め
い
講
習
を
受
け
ま
し

た
。交

通
事
故
で
悲
し
む
、
)
と
の
な

い
よ
う
、
自
分
自
身
が
正
し
い
交

通
ル
|
ル
を
身
に
つ
け
、
交
通
事

故
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
頑
張
っ
て

き
る
六
月
二
十
七
日
、
勝
浦
町

農
協

・
大
正
琴
の
会
(
呑
口
久
子

会
長
)
の
メ
ン
バ
ー
十
六
名
が
、

坂
本
川
流
域
の
前
川
橋
上
流
か
ら

横
瀬
保
育
所
ま
で
の
聞
に
、
あ
じ

さ
い
約
千
八
百
本
を
植
え
ま
し
た
。

大
正
琴
の
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、

昨
年
か
ら
あ
じ
さ
い
の
苗
を
育
て
、

今
年
の
計
画
の
準
備
を
し
て
い
た

そ
う
で
す
。

坂
本
川
流
域
は
、
ホ
タ
ル
の
生

息
地
で
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
人
が

ホ
タ
ル
を
見
に
来
て
い
ま
す
。
会

員
の
方
々
は
、
こ
の
地
域
を
ホ
タ

ル
と
あ
じ
さ
い
の
里
に
し
、
町
内

一の
名
所
に
す
る
の
だ
と
は
り
き

っ
て

い
ま
し
た
。

テ
ー
マ

「心
豊
か
な
親
づ
く
り
と

す
べ
て
の
子
供
に

し
あ
わ
せ
を
」

子
供
を
産
み
、
育
て
て
い
く
過

程
の
中
で
幼
児
期
ほ
ど
大
切
な
時

期
は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

通
り
す
さ
れ
ば
何
で
も
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
こ
の
時
期
は
、
子

育
て
す
る
も
の
に
と
っ
て
か
し
つ

H

と
い
う
大
き
な
役
割
り
が
あ

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
親
自
身
が
こ
の
機
会

に
子
育
て
に
つ
い
て
も
7

一
度
考

え
、
今
後
の
方
向
性
を
み
い
出
す

と
と
も
に
、
将
来
を
坦
つ
子
供
達

が
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
を
願

っ
て
、
こ
の
集
い
を
開
催
し
ま
す
。

と

き

八
月
十
九
日
附

午
後
一
時 
j
四
時
三
十
分

と
こ
ろ

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン

三
階
ホ 
l
ル

内
講講 タ
師演容�  |

「
子
供
の
し
つ
け
に
つ
い
て
」

四
国
女
子
大
学
教
佼

磯
部
久
子
先
生

講
演
後
座
談
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

け 

わ
た
し
た
ち
も
頑
張
り
ま
す

い
る
の
で
す
。
ド
ラ
イ
バ

ー
の
皆
さ
ん
も
お
年
寄
り

を
見
習
い
、
弱
者
を
守
る

正
し
い
交
通
ル
|
ル
歩
}
身

に
つ
け
、
交
通
事
故
の
な

い
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

シートベルト着用

推進県民運動� 

8 月 1 日 ~31 日

※

MUS04
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イ
メ
ー
ジ
と

U

偏

イ
メ
ー
ジ
と
は
、
心
の
中
に
思

い
う
か
べ
る
姿
や
像
の
こ
と
で
す

見
U

つ ら 第206号

が
、
そ
の
姿
や
像
は
過
去
の
体
験

の
中
で
形
成
さ
れ
、
心
の
内
部
に

蓄
積
さ
れ
る
も
の
で
す
。
例
、
え
ば
、

あ
る
中
学
生
が
書
い
た
作
文
の
中

に
、
祖
母
と
小
学
生
の
孫
と
の
聞

に
交
わ
さ
れ
た
こ
ん
な
会
話
い
か
」
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
あ
っ
ち
へ
は
遊
び
に
行
か
れ

ん
で
よ「

ど
う
し
て
?
」

「
あ
っ
ち
は
、
こ
っ
ち
と
違
、
っ

け
ん
じ
ゃ
」

「
ど
こ
が
違
う
ん
?
」

「
あ
っ
ち
の
人
は
言
葉
も
よ
う

な
い
し
、
柄
が
悪
い
け
ん
じ
ゃ


「
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
け
ど
な


あ」


「
そ
れ
で
も
行
か
ん
方
が
え
え


ん
じ
ゃ
」


簡
単
な
会
話
の
よ
う
で
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
対
話
か
ら
幼
い
子
供

の
心
の
中
に
、
部
落
に
対
す
る
非

好
意
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ

て
い
る
の
で
す
。
こ
の
祖
母
に
は
、

差
別
者
の
と
る
典
型
的
宣
言
動
が

見
ら
れ
ま
す
。
部
落
を
「
あ

っ
ち」

と
言
、
つ
範
ち
ゅ
う
に
入
れ
、
非
好

意
的
な
風
情
的
態
度
で
、
「
あ
っ
ち
」

と
「
こ
っ
ち
」
の
違
い
を
強
調
す

る
の
で
す
。
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
と

い
う
こ
と
は
、
心
の
中
に
外
部
現

実
を
像
と
し
て
持
つ
ヲ
」
と
で
す
が
、

そ
れ
は
教
え
を
受
け
な
い
で
も
自 
-

己
の
内
部
に
蓄
積
さ
れ
、
記
憶
の

フ
ァ
イ
ル
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い

る
も
の
で
す
。
祖
母
が
孫
の
脳
裏

に
植
、
え
つ
け
た
イ
メ
ー
ジ
は
、
そ

の
人
の
判
断
や
行
動
の
背
景
に
、

あ
る
と
き
は
意
識
化
さ
れ
、
あ
る

と
き
は
無
意
識
に
存
在
化
し
つ
つ

け
る
の
で
す
。

人
聞
の
魂
は
イ
メ
ー
ジ
の
集
積

体
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

う
だ
と
す
る
な
ら
、
幼
い
日
の
イ

メ
ー
ジ
は
そ
の
人
の
精
神
の
原
点

で
あ
り
、
も
の
の
見
方
や
考
、
ぇ
方

を
育
て
て
ゆ
く
素
地
と
な
る
も
の

で
す
。
幼
い
時
に
植
、
え
つ
け
ら
れ

た
部
落
に
対
す
る
非
好
意
的
イ
メ

ー
ジ
は
、
そ
の
人
の
成
長
段
階
の

ど
こ
か
で
是
正
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、

い
る
の
で
す
。
イ
メ
ー
ジ
は
精
神

部
落
に
対
す
る
非
好
意
的
な
判
断

の
土
壌
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
魂

を
造
り
出
し
ま
す
。
そ
れ
が
偏
見

を
は
ぐ
く
む
素
地
で
す
。
そ
う
考

な
の
で
す
。

え
る
と
き
、
く
り
返
し
人
を
疎
外

私
た
ち
は
何
か
の
行
為
を
す
る

す
る
こ
と
を
教
、
え
る
風
土
が
と
ん

と
き
、
意
志
や
判
断
に
基
づ
い
て

な
に
人
間
性
を
枯
死
さ
せ
、
世
の

し
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
意
志
や

中
を
暗
く
す
る
か
を
想
像
す
る
こ

判
断
は
す
で
に
心
の
中
に
存
在
す

と
は
容
易
な
こ
と
で
す
。

る
認
識
や
イ
メ
ー
ジ
に
基
づ
い
て

「
展
望
」
か
ら

少

年

・
少
女
(
小
・
中
・
高
生
)

ビ
ー
ム
・
ラ
イ
フ
ル
射
撃
大
会
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

昭
和
六
十
八
年
に
徳
島
県
と
香

か
が
で
し
ょ
う
か
。

川
県
を
会
場
と
し
て
、
第
四
十
八

小
・
中
学
生
は
大
人
の
方
が
同

回
国
民
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

伴
し
て
く
だ
さ
い
。

す
。

コじ

勝
浦
町
は
、
ヒ 

ム
・
ラ
イ
フ

日
時

八
月
十
六
日
間

ル
(
光
線
銃
)
射
撃
競
技
の
会
場

午
前
十
時 

午
後
五
時
ま

地
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
の
自
由
な
時
間

ビ
ー
ム
・
ラ
イ
フ
ル
と
は
ど
ん

場
所

管
島
県
ラ
イ
フ
ル
射
撃


な
も
の
か
、
ど
の
よ
う
に
扱
う
の

協
会
 

だ
ろ
う
か
、
実
物
を
見
た
い
と
思

T
E
L
五
三
l
O
六
一
五


l

う
方
も
多
数
い
る
こ
と
と
思
い
ま

徳
島
市
加
茂
町
庄
山

す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
県
ラ
イ

(
林
業
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー

フ
ル
射
撃
協
会
に
問
い
合
わ
せ
た

裂
で
す
。)

と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
子
ど
も
大

参
加
費

無

料

会
が
開
催
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す

参
加
資
格

小

・
中
・

高
校
生

か
ら
誰
で
も
気
軽
に
(
ふ
だ
ん
着

で
何
も
持
た
ず
、
そ
の
ま
ま
で
)

参
加
し
て
、
体
験
し
て
み
て
は
い

i

8月定例心配ごと相談 =直示、犬は必ず
つないでください=  

8月ア日働 不用犬買い取り日  
午前 10時~午後 3時


内容 人権・行政・厚生・緬祉 
 8月5日凶 
場所住民循祉センター  2階

(平日でも受付しでおリますので¥
8月19日凶

お気睦にお問い合わせください/ 成犬  300円 小犬 100円

家
庭
看
護
教
室

受
講
者
募
集

小
松
島
赤
十
字
病
院
で
は
、
ね

た
き
り
の
お
年
寄
や
病
人
の
世
話

を
し
て
い
る
人
の
た
め
に
、
家
庭

看
護
教
室
を
聞
き
ま
す
。

看
護
の
基
礎
と
{
丞
挺
の
な
か
に

あ
る
物
を
使
っ
て
、
世
話
を
す
る

方
法
を
学
び
た
い
人
は
、
こ
の
機

会
に
受
講
し
ま
し
ょ
、
っ
。

日
時

九
月
二
日
・
九
日

・
十

六
日
(
毎
週
水
曜
日
)

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

場
所

小
松
島
赤
十
時
病
院

※
詳
し
く
は
、
町
環
境
衛
生
課

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

一¥
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206号 iJ 'コ つ ら 62年 8月 1日

み
か
ん
園
舎
月
の
重
点
作
業

一
昨
年
か
ら
、
準
備
を
す
す
め

て
き
ま
し
た
第
三
十
五
回
全
国
か

ん
き
つ
研
究
大
会
の
開
会
ま
で
、

あ
と

一
か
月
余
り
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
の
一
流
産
地
の
精
農
家
の

方
々
が
、
本
町
内
の
み
か
ん
園
を

視
察
に
来
ら
れ
ま
す
。

貯
蔵
み
か
ん
の
産
地
を
、
全
国

に
売
り
込
む
絶
好
の
機
会
で
も
あ

り
ま
す
。

ど
こ
か
ら
見
ら
れ
で
も
恥
ず
か

し
く
な
い
よ
う
、
園
地
内
は
も
ち

ろ
ん
園
周
辺
の
雑
木
伐
採
を
も
含

め
た
整
備
を
す
す
め
、
最
後
の
仕

上
げ
を
行
っ
て
下
さ
い
。

一
、
雑
草
退
治

先
月
も

一
番
に
と
り
あ
げ
ま
し

た
が
、
雑
草
に
水
分
を
奪
わ
れ
て

は
大
変
で
す
。
大
部
分
の
畑
で
は

濯
水
が
非
常
に
で
き
に
く
い
状
況

で
す
の
で
、
水
分
を
奪
う
「
凶
悪

源
」
を
断
ち
切
る
こ
と
に
努
め
て

下
さ
い
。
「
全
固
め
除
草
」
と
な
り

ま
す
と
、
除
草
剤
に
刺
ら
主
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

二
、
敷
草

こ
れ
も
、
土
壌
水
分
を
逃
さ
な

い
た
め
の

一
方
法
で
す
。
園
周
辺

の
雑
草

・
雑
木
の
小
枚
、
河
原
の

ヨ
シ
ガ
ヤ
�
 (こ
れ
は
、
完
全
に
枯

れ
て
か
ら
圏
内
に
持
ち
込
む
甲
」
と
)

等
々
、
土
壌
の
流
亡
を
防
ぎ
、
腐

植
を
増
加
さ
せ
る
と
い
う
重
大
な

役
目
も
引
き
受
け
て
く
れ
ま
す
。

三
、
摘
果l

六
月
初
旬
に
、
数
日
間
続
い
た

異
常
高
温
と
新
梢
の
伸
び
が
、
予

想
以
上
に
あ

っ
た
た
め
、
有
葉
果

を
中
心
に
生
理
落
下
が
多
く
、
驚

か
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
木
の

内
部
や
裾
伎
を
よ
く
観
察
し
て
下

さ
い
。

秋
の
収
穫
時
に
健
全
葉
が
早
生

で
は
三
十
�
 
1
三
十
五
枚
。
普
通
で

は
二
十
1
二
十
五
枚
(
十
万
で
は

三
十
五

1
四
十
枚
)
は
っ

さ
く
で

は
八
十
�
 百
枚
に
対
し
、
一
果
の

割
合
て
成
っ
て
い
る
の
が
良
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
新

梢
が
多
く
、
葉
果
比
の
見
当
か
た

ち
に
く
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

ま
だ
ま
だ
相
当
に
摘
果
を
せ
ね
ば

宇
り
な
い
樹
が
あ
る
は
ず
で
す
。樹

を
よ
く
見
て
早
生
か
ら
優
先
し
、

実
行
し
て
下
さ
い
。

過
去
三
寸
年
聞
の
経
験
で
は
、

全
町
的
に
見
た
場
合
、
春
に
花
が

多
く
秋
に
不
作
で
あ
っ
た
年
は
、

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
全
国
的
に

も
表
年
で
す
。
大
変
重
労
働
で
す

が
、
お
隣
同
志
小
グ
ル
ー
プ
を
作

っ
て
、
作
業
や
す
す
め
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。〈

俳
句
〉

山
も
も
を
フ
ラ
イ
ト
便
で
東
京
へ

沼

江

吉

田

村

雀

露
寒
し
句
会
に
は
べ
る
膝
固
く

沼

江

山

丸

千

絵

主
旦
を
む
け
ば
光
り
て
ま
ろ
ぴ
け
り

掛

谷

斎

藤

重

子

検
診
の
異
状
な
し
と
て
田
草
取
る

沼
江
梅
山
み
ず
は

老
鴬
を
独
り
聞
き
お
り
畑
仕
事

沼
江
野
上
す
み
れ

片
蔭
に
乳
母
車
止
め
休
息
す

選
挙
戦
終
ん
で
夜
露
に
濡
れ
一
戻
る

掛

谷

駒

津

光

洋

「今
年
も
、
干
天
が
続
く
だ
ろ

う
」
と
思
い
、
手
を
抜
く
の
は
禁

物
で
す
。
お
盆
頃
に
長
雨
に
な
り

こ
く
て
ん
病
の
多
発
し
た
年
も
あ

り
ま
す
。

前
回
の
散
布
か
ら
二
百
ミ
リ
程

度
の
降
雨
が
あ
れ
ば
、
ま
た
、
降

雨
が
な
く
て
も
、
四
週
間
が
経
過

す
れ
ば
、
も
う
一
度
散
布
を
す
る

の
が
無
難
で
す
。

薬
剤
に
つ
い
て
は
、
輸
出
用
果

実
を
生
産
す
る
園
で
は
、
タ
イ
セ

噴
水
の
崩
れ
ん
と
し
て
立
て
直
す

ま
な
か
い
に
タ
ゴ
ダ
浮
き
立
つ
ビ

ヤ
ガ
ー
デ
ン

沼

江

大

岡

初

音

紫
陽
花
の
風
が
く
す
ぐ
る
濯
き
足

生

名

丸

山

香

月

紫
陽
花
の
濡
れ
て
藁
屋
の
庭
狭
し

傘
差
し
て
出
る
家
に
入
る
燕
か
な

生

名

滝

口

良

一

鴛
の
今
日
も
晴
き
い
る
背
戸
の
山

実
ら
ね
ど
山
吹
庭
に
華
や
げ
り

棚

野

谷

新

太

郎

虫
曳
か
れ
行
く
や
日
照
り
に
蟻
群

れ
て

生
れ
来
て
短
か
き
命
蝉
の
暗
く

棚

野

松

宮

一

回

掘
り
跡
の
ば
れ
い
し
ょ
雨
に
洗
わ

れ

て

立

川

竹

田

あ

ゆ

み

職
引
き
て
農
に
生
く
身
や
キ
ュ
ー

イ

植

え

立

川

堀

梅

子

解
禁
の
鮎
へ
競
へ
る
竿
の
列

ン
類
の
使
用
が
規
制
さ
れ
て
い

ま
す
。(
七
月
末
日
ま
で
は
防
除
暦

ど
お
り
で
よ
い
。
八
月
十
日
ま
で

は
八
百
位
司
中
旬
以
降
は
、
他
の

薬
剤
を
使
用
す
る
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
指
導
員
の
方
に
お
た
ず
ね

下
さ
い
。)

ま
た
、
後
半
か
ら
の
ダ
ニ
類
も

こ
ま
り
も
の
で
す
ο

葉
緑
素
を
吸

い
取
ら
れ
て
は
肝
心
の
「
紅
の
濃

い
み
か
ん
」
・
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

早
自
の
防
除
を
心
が
け
て
下
さ
い
。

本
茂
る
廃
屋
村
を
狭
く
せ
し

横

瀬

錦

内

常

一

長
雨
に
南
瓜
の
蔓
が
道
阻
む

養
蜂
を
運
ぶ
夜
更
け
の
月
明
り

坂
本
新
居
き
く
え

わ
ク

す
だ
ち
に
も
詑
ぴ
を
言
い
つ
つ
草
を
刈
る

七
夕
の
話
を
孫
に
聞
か
す
タ

坂
本
白
田
田
久
恵

日
日
好
日
夏
至
を
迎
え
し
老
の
幸

ブ
ロ
イ
ラ
ー
梅
雨
の
出
荷
の
擦
れ

鴫

き

坂

本

谷

富

士

七
夕
の
笹
に

一
句
を
捧
げ
た
り

星
祭
る
笹
に
吊
せ
し
願
い
ご
と

坂

本

林

一

秋

背
の
孫
は
眠
り
て
重
し
青
田
風

離
れ
住
む
孫
の
ヒ
デ
オ
が
届
く
夏

横

瀬

稼

勢

銀

星

出
一
詠
〆
切
は
白
月
五
日
ま
で
に
三
旬
は
ガ

き
で

送
り
尭
勝
浦
町
三
渓
窓
努
広
夫
苦
で

町
内
在
住
の
万
に
限
り
ま
苛
。

町
出
回
目
短
殴
そ
の
町
出
は
川
柳
と
交
代
に
の

せ
ま
雪
。
ふ
る
っ
て
ご
役
旬
く
だ
さ
い
。

回
、
病
害
虫
防
除

丸、f

、ー、

MUS04
テキストボックス
成功させよう第35回全国かんきつ研究大会開会まであと33日

MUS04
テキストボックス
わたしの作品
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昭和62年 8月1日 カ込 Jコ つ ら 第206号

福
祉
年
金
支
払
日

8
月
日
・
ロ
日

昭
和
六
十
二
年
度
八
月
期
支
払

い
の
福
祉
年
金
を
次
の
と
お
り
お

支
払
い
い
た
し
ま
す
の
で
、
年
金

証
書
と
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、

次
の
郵
便
局
で
お
受
け
取
り
下
さ

な
お
、
今
回
は
十
二
月
期
か
ら

の
金
領
を
打
ち
込
み
ま
す
の
で
、

証
書
を
お
預
り
い
た
し
ま
す
。

第
一
日
曜
日
は

町
内
一
斉
清
掃
日

八
月
二
日
は
、
町
内
一
斉
清
掃

日
で
す
。

当
日
は
、
二
戸
に
一
人
は
必
ず

出
て
保
健
部
長
さ
ん
の
指
示
に
従

っ
て
付
近
の
ド
ブ
や
フ
ェ
ン
ス
周

辺
の
清
掃
な
ど
を
重
点
に
し
、
カ

や
ハ
エ
の
発
生
を
未
然
に
防
ぎ
清

潔
で
美
し
い
町
づ
く
り
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
当
日
雨
天
の
場
合
は
、
次

週
の
日
曜
日
に
行
い
ま
す
。

清
掃
セ
ン
タ
ー
体
業
日
の
ご
案
内

清
掃
セ
ン
タ
ー
は
、
八
月
十
四

日
樹
、
十
五
日
出
、
十
六
日
目
の

一
一
一
日
間
お
盆
に
つ
き
休
業
さ
せ
て
�
 

時
三
十
分

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

-v



戸
籍
の
窓
�
 (叡鞠1略 )

6
月
刊
山
田
�
 1
7
月
日
目

ご
結
婚
お
め
で
と
う

大
字
楠
山
野
近
本

字
北
川
原
登
美
枝

」

佳

&
・
お
く
や
み
申
し
ま
す

大
芋
久
国
竿
松
ノ
本
坪
内
正
太
郎
�
 

I ~\しき 
「ー

生比奈郵便局

8 月 11 目的月 12 帥)

※各指定郵便局でお受

勝浦郵便局 け取りく� t!さL、。

坂本郵便局

星谷簡易郵便局
※時間は午前� 9時から

午後 4時までです。

生名簡易郵便局

い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
間
、
大
変
ご
不
便
を
お
か

け
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

な
お
果
物
、
野
菜
、
台
所
く
ず

な
ど
水
分
の
多
い
も
の
は
、
完
全

に
水
切
り
を
し
て
か
ら
出
し
て
く

だ
さ
い
。

hV 
avsw 

avAwav 

a
v
e
-
O
A
v
e

4

4aVA

hp

q
4

唱
�
 

-
-AWA
司令
A

VA

司
令
。
�
 

-
-

・・
�
 

場
所

書
室

短
軟
単
級

九

月

士

百

ω

題

「
木
蔭
(
こ
か
げ
)
」

出
詠
締
切
日

八
月
二
十
日

勝
浦
会
館
八
月
行
事

10 6 5 3 
日日 日日
開)(木) (村(月) 

線
教
室

生
花
教
室

手
芸
教
室
(
集
会
所
)

踊
り
教
室

習
字
教
室

勝
浦
同
和
問
題
研
究

日
日

ω
着
付
教
室

同
日

ω
習
字
教
室

会
八
月
定
例
会

凶
日
附
手
芸
教
室

初
日
附
生
花
教
室

幻
自
幽
踊
り
教
室

お
日
附
着
付
教
室

初
日
制
手
芸
教
室

幻
自
附
締
り
教
室

白
日
開
篠
教
室

各
講
座
と
も
午
後
八
時
か
ら
開

講
し
ま
す
。(
手
芸
・
藤
教
室
は
七

時
三
十
分
か
ら
、
習
字
教
室
は
七

時
開
講
)
時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う

大
字
全
国
字
原
早
川
ハ
ル
ヱ
(
釦
歳
)

/

兵

庫

県

森

山

八

重

香

 

善
意あ

り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

6
月
刊
日
1
7
月
刊
日

柴
田
猛
き
ん
(
中
角
)


岡

欝
之
さ
ん
(
中
角
)


坪

内

勝

さ

ん

(

久

国
)


匿

名

(

横

瀬

)


以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善


意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

-v



ヘ

大

字

三

渓

字

押

栗

陽

地

繁

男

お
誕
生
お
め
で
と
う

雅
博
�
 三
女

大
字
三
様
佐
藤

J

有
子
」
明

寺
川
昨

大
字
三
浅
吉
岡
善
道

牢
ム
正
問
真
保
美
」

貴

子
子
三
渓
東
春
男
�
 

字古川

J J

哉 力 史 夏� 

二
男

長
男

日
出
美
」
一

坂

口

豊

大字
三緩

宇

古

川

美

智

子

」

克 二
男

J

大
字久国

中
西
廃
士
ロ
�
 長
女

寺

市

原

千

代

美

」

梓

J

夜間被急当番表
8月②日 勝浦病 院 �  

〔電話番号〕� 

勝浦病院�  

2-2555 

山西医院�  

2-3027 

湯浅医院�  

2-2003 

赤岩医院�  

2-2006 

上勝診療所�  

6-0302 

4日 赤岩医 院

6日 勝浦病院

8日 上勝診療所�  

↑0日 勝浦病 院

12日 山西医院�  

↑4日 勝浦病 院 �  

⑬日 男浅医院

18日 勝浦病 院 �  

20日 赤岩医院

22日 勝浦病院�  

24日 上勝彦療所�  

26日 勝浦病 院

28日 山西医院�  

@日 勝浦病 院

社
会
総
合
大
学

グ
学
習
日
の
お
知
ら
せ
�
 
H

貴
子
単
級

場時
所問

八
月
六
日
同

八
月
二
十
七
日
同

午
後
七
時
1
九
時

住
里
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

書
室

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
�
 

意
 

墨
絵
蛍
級

八
月
七
日
幽

時
間

八
月
十
七
日
間

午
後
七
時
三
十
分
1
九

良
雄
�
 二
男

J

久

大
字
中
角
宇
前
山
岡
好
春
(
打
歳
)

歳
)

(η
午後6時一翌朝午前9時

午後ア時一翌朝午前9時
日
日

平
休

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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乳
児
健
診
及
、
び

離
乳
食
講
習
会

八
月
二
十
一
日
出

分 

二
時

三
歳
児
健
診

こ
の
健
診
は
、
身
体

・
精
神
共

に
発
達
の
著
し
い
こ
の
時
期
に
総

合
的
に
健
診
を
行
い
、
異
常
の
早

と
こ
ろ

勝
浦
病
院

小
児
科

離
乳
食
講
習
会

午
後

一
時
三
十

期
発
見
、
早
期
治
療
に
努
め
る
も

の
で
す
。
該
当
児
は
必
ず
受
診
し

て
下
さ
い
。

l

乳
児
健
康
診
査

該
当
児

二
時
j
二
時
三

十
分

昭
和
六
十
二
年
四
月

一

日
1
六
月
三
十
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
子

※
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ

巡
回
健
康
相
談

心
臓
病
、
高
血
圧
な
ど
の
循
環


器
疾
患
と
よ
ば
れ
る
病
気
は
突
然


発
病
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。


多
く
は
、
寸
年
二
十
年
の
年
月
を


か
け
発
病
し
、
時
に
は
死
に
至
ら


せ
ま
す
。


健
康
は
、
自
分
自
身
が
守
る
も

の
で
す
。
健
康
相
談
を
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

O O O 一
歳
六
か
月
児
健
診

こ
の
時
期
は
、
身
体
、
粕
神
共

に
発
達
が
若
し
く
、
自
立
心
も
め

ば
え
、
し
つ
け
や
栄
養
の
正
し
い

指
導
と
、
異
常
の
早
期
発
見
、
早

期
治
療
を
行
、 
7
上
て
も
大
切
な
健

診
て
す
。
該
当
児
は
必
ず
受
診
し

て
下
さ
い
。

と

き

八
月
七
日

ω

午
後

一
時
三
十
分
1
二

時
受
付

と
こ
ろ

勝
浦
病
院

小
児
科

該
当
児

昭
和
六
十
年
十
二
月

一

月
1
六
十

一
年
二
月
二

内
科

一
般
診
査

十
八
日
ま
で
に
生
ま
れ


た
子


診
査
内
容


歯
科
診
査


保
健
指
導 

0
・
心
理
指
導 

※	

母
子
手
帳
、
問
診
票
を
ご
持

参
下
さ
い
。

ぷ
フ
月
の
健
康

日
射
病

• d

熱
射
病


に
な
る
と
生
命
に
か
か
わ
り
ま
す
。
救
急
車
を
呼
ん
で
下
さ
い
。

-
日
射
病
・
熱
街
中
病
の
症
状
.

日
射
病
は
夏
の
炎
天
下
で
長
い
時
間
直
射
日
光
を
受
け
た
と
き
に
起
こ

り
ま
す
。
熱
射
病
は
蒸
し
暑
く
風
通
し
の
悪
い
室
内
や
車
の
中
で
長
時
間

作
業
な
ど
を
す
る
と
起
こ
り
ま
す
。
汗
が
止
ま
り
、
体
温
が
四
十
度
以
上

と

き

④
少
し
ず
つ
水
を
飲
ま
せ
る
。

体
温
が
三
十
八
度
く
ら
い

注
意

倒
れ
た
と
き
汗
を
か
い
て
い
る

か
、
い
な
い
か
、
体
温
は
と
て
も

に
な
っ
た
ら
、
冷
や
す
の
を

や
め
る
。

高
い 

(凹
十
度
く
ら
い 
)
か、

三

十
八
度
く
ら
い
か
、
に
よ
っ
て
手

汗
を
か

い
て
体
温
か
三
十
八
度

H
ム

当
の
し
か
た
が
違
い
ま
す
。

共
通
の
症
状
は

・
頭
痛

・
め
ま
い 

-
吐
き
気

-
応
急
手
当
・

カ
汗
か
止
ま
り
、
皮
崩 
か
か
わ
き
、

体
温
が
四
十
度
以
上
の
場
合
、

か
ら
だ
に
熱
が
こ
も
り
、
脳 
-

肝
臓

・
賢
臓

・
心
臓
が
や
ら
れ
、

け
い
れ
ん

・
意
識
障
害

・
重
け

れ
ば
生
命
を
落
と
す
こ
と
も
あ

ヲ令
。 

①
涼
し
い
と
こ
ろ
に
寝
か
せ
る
。

⑦
設
急
車
を
呼
ぶ
。 

③
か
ら
だ
を
冷
や
す
。(
水
を
か
け

る
、
ぬ
、
り
し
た
ハ
ス
タ
オ
ル
で

U

く
ら
い
の
場
合

①
涼
し
い
と
こ
ろ
に
寝
か
せ
る
。 

②
服
を
脱
が
せ
る
。 

③
全
身
を
冷
水
か
水
な
ど
で
冷
や

日 程 表

該 当 児 内 容

勝浦町住民

月日 時 間 場 所

昭和58flè11月 1 日~59年10月31 日 
c ~ヨ憶測定 

までに生まれだ仮本小学絞儀漁8月28E悶
。内斜1ilJtセンター リ1学鋲区の子。午後1即扮�  
歯tsldt蛮� 

¥』
。栄養及び~2筒 30分 昭和58flè11 月 T 臼~59年 10月31 臼患を村婦人の家
保健指導

10月23日箇 (生比奈小学 ぎでに生まれだ生比奈小学1砲の
01山理指導

手。時代す)

※白子手帳と問ð~票をご均参ください。

巡回健康相談日程

※健康手帳 をこ持参く ださい，無料です。

月 日� l時� 1|昔 場� P!T 内� 2子� 

8月7日樹 午前1C時-111時30分 坂本集会所� -血圧測定� 

-尿検査� 

-保健相談

-栄養相談� 

13日(村 午後� l時30分-31時� l寸k川出J1ι、、d五h主Aι主

午前10時-11時30分 勝浦会館� 
26日(村

午後� 1 1時30分-31時 星谷集会所� 

27日(ね 午後� 11時30分-31時 棚野集会所

す
。 

④
少
し
ず
つ
水
か
薄
い
食
塩
水
を

飲
ま
せ
る
。

共
通
の
注
意
・

い
っ
た
ん
気
づ

い
て
も
、
す
ぐ
ま
た
眠
る
の
は

重
症
。
た
、
え
す
名
前
な
ど
呼
び

か
け
、
眠
ら
せ
な
い
。
・
回
復

し
て
も
、
動
か
す
と
再
び
具
合

が
悪
く
な
る
。
し
ば
ら
く
は
安

静
に
す
る
。

理

体
を
つ
つ
む 
) 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなの健康

MUS04
テキストボックス
今月の健康日射病熱射病




